
大阪市立学校の空調設備整備の事業手法検討に向けた
マーケット・サウンディング市場調査結果概要

１　結果概要
　　大阪市立学校の空調設備整備の事業手法検討に向けたマーケット・サウンディング型市場調査（事業手法調査及びＣＭ調査）について、参加していただいた事業者・グループから次のとおり意見をいただきました。今後これらの意見を参考に事業を検討していきます。

２　事業手法調査
（１）実施期間
　　　令和７年９月９日から令和７年９月１９日

（２）参加者
　　　３事業者

（３）調査結果
ア　受注可能な事業手法について
・設計施工一括型発注方式、詳細設計付工事発注方式、ＰＦＩ方式など、どのような事業手法でも対応可能である。
・詳細設計付工事発注方式で、学校との調整が必要となる室外機置場等を提示してもらいたい。
・詳細設計付工事発注方式であれば、対応は可能と考えており、室外機置場などの条件を詳しく示していただけるほど１年間の実施校数を増やすことが可能である。
・設計事務所とグループを組むのは難しいため、設計施工一括発注方式は困難な状況である。

イ　受注可能な事業規模について
・設計期間を除き、当方にて施工スケジュールを自由に設定できる条件であれば、年
間約60校の施工が可能である。
・組み合わせ方にもよるが年間４～５校程度なら対応可能と思われる。
・室外機置場など学校調整が必要となる内容を示していただければ、年間60校程度は対応可能である。
・事業者側で学校と調整する必要がある場合は、年間20～30校となる。
・給食室も他の事業と合わせて発注してもらっても対応できるが、年間の実施校数は限られる。
・普通教室、特別教室及び格技室はまとめて発注してもらってもいいが、施工時期が限られる給食室については、他の事業と分離してもらった方がよい。
・給食室は、施工時期が限られており、対応は困難である。
・給食室について、夏季休暇期間以外でも施工できることが望ましい。

ウ　受注時期について
・令和９年度までは繁忙であり、令和１０年度以降であれば対応できる可能性はある。
・繁忙ではあるが、令和9年度からの対応も可能である。
・常時繁忙となっており、対応できるかは不透明な状況である。

エ　遠隔臨場への対応について
・実績がないため、メリット・デメリットがわからない状況である。
・情報共有の迅速化や透明化、工事進捗の見える化、スケジュール調整の効率化等メリットは多い。
・ファイルの共有等を行う場合は、運用ルールの取り決めや使用方法の教育、セキュリティの配慮が必要となる。
・現場確認であれば、問題なく利用可能である。
・想定されているWeb会議システムではないが、実施したことがあり、特段問題ないと考える。

オ　その他
・電気工事については、電源の引込み位置、空き容量が提示されれば、工事費の見積は可能である。
・ガス工事について、新設分は設計が必要となるため工事費の見積が難しい。
・監理技術者が常時不足している状況である。
・現状想定されている室内機台数であれば、給食室の室内工事は１週間あれば、対応は可能である。（予め、給食室の稼働停止時期が提示されることが前提）
・現状想定されている室内機台数であれば、給食室の室内工事は１週間、年間40校は、対応は可能である。






３　CM調査
（１）実施期間
　　　令和７年９月２５日から令和７年１０月３日

（２）参加者
　　　３事業者

（3） 調査結果
　　ア　本事業に関しCM事業者として支援できる内容について
・発注ロットの設定や予定価格の算出、入札のための仕様書や評価基準の作成など企画的業務については対応可能である。
・発注ロットの設定や予定価格の算出、入札のための仕様書や評価基準の作成など企画的業務については対応可能である。
・詳細設計付工事発注とする場合の条件を確定するための現場調査は、別途調査業務を手配いただき、結果を提供いただきたい。
・詳細設計付工事発注とする場合の条件を確定するための現場調査は、別途調査業務を手配いただき、その業務管理をすることは対応可能である。
・工事監督の補佐業務については、繁忙により、対応は難しい。
・工事監督の補佐業務については、繁忙ではあるが、遠隔臨場を活用して人手を減らせられれば、対応できる可能性がある。
・工事監督の補佐業務については、遠隔臨場を活用して人手を減らせられれば、対応できる可能性がある。
・入札までの作業期間としては、10か月程度必要である
・入札までの作業期間としては、６か月程度必要である

イ　受注時期について
・ＣＭ事業のニーズが年々高くなっている一方で、技術者が増えず、繁忙となっているため、対応できるかはその時の繁忙状況による。
・CM事業の採用は自治体民間、ともに増えてきている。
・CMR（コンストラクション・マネジャー）は、通常複数の案件を同時にマネジメントしており、個人ではなくチームとして連携しながら対応している。各案件の進捗や状況に応じて、チーム内で柔軟に負荷を調整しながら、安定した品質のマネジメントを継続的に実現している。
・世間一般に技術者の不足が顕著となっており、公共だけでなく民間からの要請も増えている。
・今年は、公共からの引き合いが夏をすぎたあたりから急激に増えており、対応が厳しくなってきている。
・現時点で来年度からの対応ができない状況ではないが、繁忙な状況はしばらく続くと考えている。
・予め来年度業務として把握していれば、対応は可能である。

ウ　その他
・空調設備の整備という内容については、ＣＭ事業者としての活躍の範囲が限定的であるため、あまり魅力は感じられない
・CM事業者の選定はプロポーザル方式を希望する。









